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１ 所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、全て報告済みとした。 

（１）平成27年度介護保険特別会計補正予算ついて 

（２）滝川市老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例について 

（○ 地域密着型サービスの指定予定業者の事業予定地について 

（３）電子カルテシステムの導入について 

（４）中空知医療連携ネットワークの進捗状況について 

（５）地域包括ケア病棟の設置について 

（６）滝川市病院事業会計における経営状況について 

２ その他について 

なし。 

３ 次回委員会の日程について 

２月17日（水）午後１時30分から第一委員会室で開催することに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。  厚生常任委員長  堀  重 雄 ㊞ 
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平成28年２月４日  2 

 3 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 4 

 5 

       滝川市長 前 田 康 吉  6 

 7 

 8 

   厚生常任委員会への説明員の出席について 9 

 10 

 平成28年２月１日付け滝議第180号で通知のありました厚生常任委員会への説明員の出席要求について、次の者 11 

を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 12 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 13 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 14 

 15 

記 16 

 17 

 滝川市長の委任を受けた者 18 

 19 

保健福祉部長   高 橋 一 昭 20 

保健福祉部次長   国 嶋 隆 雄 21 

保健福祉部介護福祉課長  松 澤 公 和 22 

保健福祉部介護福祉課主幹  柳   圭 史 23 

保健福祉部介護福祉課係長  土 橋 祐 二 24 

保健福祉部介護福祉課係長  鈴 木 勝 敬 25 

保健福祉部介護福祉課主査  須 藤 公 夫 26 

保健福祉部介護福祉課地域包括支援センター副所長 相 澤 理佳子 27 

市立病院事務部長   鈴 木 靖 夫 28 

市立病院事務部次長  田 湯 宏 昌 29 

市立病院事務部経営管理課長  椿   真 人 30 

市立病院事務部事務課長補佐  澤 田 忠 信 31 

市立病院事務部事務課長補佐  梅 津 敏 彦 32 

市立病院事務部事務課財務用度係長  渡 辺 弘 行 33 

市立病院事務部事務課財務用度係長  高 林 宏 光 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

 41 

                                  （総務部総務課総務係） 42 



 

 

第９回  厚 生 常 任 委 員 会 43 
 44 

日 時 平成28年２月８日(月)  45 

午後１時30分～       46 

場 所 第一委員会室       47 

 48 

○ 開   会 49 

 50 

 51 

○ 委員長挨拶（委員動静） 52 

 53 

 54 

１ 所管からの報告事項について 55 

 56 

《保健福祉部》 57 

（１）平成27年度介護保険特別会計補正予算について           （資料）介護福祉課 58 

（２）滝川市老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例について （資料）介護福祉課 59 

 60 

《市立病院》 61 

（３）電子カルテシステムの導入について                （資料）経営管理課 62 

（４）中空知医療連携ネットワークの進捗状況について            （資料）経営管理課 63 

（５）地域包括ケア病棟の設置について                  （資料）事 務 課 64 

（６）滝川市病院事業会計における経営状況について            （資料）事 務 課 65 

 66 

 67 

２ その他について 68 

 69 

 70 

３ 次回委員会の日程について 71 

２月17日（水）13：30～ 第一委員会室 72 

 73 

 74 

 75 

○ 閉  会 76 
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第９回 厚生常任委員会 77 

H28.2.8 (月)13：30～ 78 

第 一 委 員 会 室 79 

開  会 １３：２８ 80 

委 員 長 それでは、第９回厚生常任委員会を開会いたします。 81 

 委員動静報告 82 

委 員 長 委員動静ですが、委員は全員出席しております。傍聴は清水議員、山本議員、 83 

安樂議員、本間議員、井上議員、小野議員、渡邊議員、東元議員が出席。報道 84 

は、プレス空知、道新の傍聴を許可しております。 85 

 １ 所管からの報告事項について 86 

委 員 長 それでは、報告事項ですが（１）、（２）につきましては議案関連ですので、ご 87 

留意お願いします。 88 

 （１）、平成27年度介護保険特別会計補正予算について説明を求めます。 89 

 （１）平成27年度介護保険特別会計補正予算について 90 

土橋係長 （別紙資料に基づき説明する。） 91 

委 員 長 説明が終わりました。 92 

 質疑ございますか。 93 

（なしの声あり） 94 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 95 

 次に、（２）、滝川市老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例につ 96 

いて説明を求めます。 97 

 （２）滝川市老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例について 98 

須藤主査 （別紙資料に基づき説明する。） 99 

委 員 長 説明が終わりました。 100 

 質疑ございますか。 101 

（なしの声あり） 102 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 103 

○地域密着型サービスの指定予定業者の事業予定地について 104 

委 員 長     ここで、柳主幹から発言の申し出がございましたので、許可いたします。 105 

         柳主幹。 106 

柳 主 幹 お時間いただきまして、前回の厚生常任委員会で報告させていただきました地 107 

域密着型サービスの指定予定事業者の決定についてですが、その後の動きがあ 108 

りましたので、ご報告させていただきます。 109 

 11月27日の第７回厚生常任委員会で、事業予定地のご質疑がございました。そ 110 

の際、提案時に東町のカラオケボックスの裏の空き地を予定しているとご報告 111 

させていただきましたが、その後事業者から、東町団地の一本東側の空き地で 112 

行いたいと連絡がございました。設置場所はそこに決定いたしましたので、そ 113 

の報告でございます。理由といたしましては、この場所は当初事業者において 114 

も予定したかった場所でしたが、地権者の事情で公募の時期まで間に合わない 115 

ために、カラオケボックスの横を確保して提案していたのですが、地権者との 116 

調整がついたということで、移したいということでございます。なお、地域密 117 

着型施設に関しての立地条件の基準があり、それは利用者の家族や地域住民と 118 

の交流の機会を確保できる地域にあることが条件になります。周りが住宅地で 119 

囲まれていて、当初の予定の場所と比較しても100メートルほどしか離れていな 120 
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いので、市としても問題なしと判断しています。 121 

委 員 長 報告について、何かございますか。 122 

（なしの声あり） 123 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 124 

所管入れかえのため休憩いたします。 125 

休  憩 １３：３８ 126 

再  開 １３：３９ 127 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 128 

 次に、（３）、電子カルテシステムの導入について説明を求めます。 129 

 （３）電子カルテシステムの導入について 130 

椿 課 長 （別紙資料に基づき説明する。） 131 

委 員 長 説明が終わりました。 132 

 質疑ございますか。 133 

副委員長 医師によっては、パソコンが得意ではない方もいると思うのですけれども、そ 134 

の関係はどのようにするのか伺います。 135 

 それと、もう一点ですけれども、今までのカルテは何カ月ぐらいまで併用して 136 

使うのか伺います。 137 

椿 課 長 まず、医師につきましては、今一生懸命操作の練習をしているところでござい 138 

ます。一部の医師につきましては、補助者をつける予定で進めておりますが、 139 

現在練習していますので、最初は多少時間がかかることがあるかと思いますが、 140 

使い勝手としては大きく変更がないことから、患者さんに大きなご迷惑をかけ 141 

るようなことはないと思います。 142 

 また、現行の紙のカルテでございますが、今までの診療の経過というのは既に 143 

に記載されていますので、今のところ６カ月間は現行の紙カルテを併用して診 144 

察に当たる予定をしております。 145 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 146 

田  村 資料に、患者の待ち時間が長くなる可能性があるということをわざわざ載せて 147 

いるのは、長くなることを考えているととれますが、どれぐらいの時間を想定 148 

しているのか伺います。 149 

椿 課 長 想定している時間は、今のところございません。ただ、他の病院の事例を見ま 150 

すと、やはり電子カルテを導入したばかりの一、二週間は多少時間がかかって 151 

いるようなので、記載いたしました。 152 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 153 

（なしの声あり） 154 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 155 

 続きまして、（４）、中空知医療連携ネットワークの進捗状況について説明を求 156 

めます。 157 

 （４）中空知医療連携ネットワークの進捗状況について 158 

椿 課 長 （別紙資料に基づき説明する。） 159 

委 員 長 説明が終わりました。 160 

 質疑ございますか。 161 

（なしの声あり） 162 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 163 

 続きまして、（５）、地域包括ケア病棟の設置について説明を求めます。 164 
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 （５）地域包括ケア病棟の設置について 165 

梅津課長補佐 （別紙資料に基づき説明する。） 166 

委 員 長 説明が終わりました。 167 

 質疑ございますか。 168 

舘  内 45床ということですけれども、一般病棟が平成27年度60パーセント程度に落ち 169 

込んでいますが、地域包括病棟はどの程度の稼働率を見込んでいますか。 170 

梅津課長補佐 現在シミュレーションをしているところでございますけれども、少ない状況で 171 

45パーセントほどになってございます。ただ、収益面を勘案しますと、やはり 172 

70パーセントほどにしていかなければならないと思っているところでございま 173 

す。 174 

舘  内 収益への影響ということですけれども、月額100万円ほどの増収が見込まれます 175 

と資料に書いてありますが、支出増を差し引いた見込みでしょうか。 176 

鈴木部長 シミュレーションの結果ということですが、さまざまな疾病によってＤＰＣで 177 

定められている点数が違うということで、入院期間がふえ、地域包括ケア病棟 178 

に行くことで点数として高くとることができます。そういった患者さんを中心 179 

に、動かしていかなければいけないと考えています。この中には人件費として、 180 

今は７対１の看護師の配置基準ですが、地域包括ケア病棟におきましては13対 181 

１となることで看護師の数が若干少なくなるということもあります。ただ、３ 182 

月からの届け出を考えているわけですが、すぐに看護師を減らすということに 183 

はならないことも含めて、資料に書いてあるのはあくまでも収益上の影響額と 184 

いうことでご理解をいただきたいと思います。 185 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 186 

副委員長 45床がケア病棟ということですが、一般の早期の方は、最初からケア病棟に入 187 

れないのでしょうか。 188 

梅津課長補佐 制度上では、直接入院ということも可能でございます。ただ、当院につきまし 189 

ては急性期の病院でございますから、急性期の患者をまず一般病棟で受け入れ、 190 

その方の急性期治療が終わった後、地域包括ケア病棟に移っていただくことで 191 

考えてございます。直接入院というのは、例えば在宅で訪問診療等をしている 192 

方が急性増悪した場合等は、そういったパターンも考えられないことではござ 193 

いませんが、通常は一般病棟で急性期の治療を終えて、その後在宅復帰に向け 194 

てリハビリテーションもしくは生活支援等をしていただく運用を考えておりま 195 

す。 196 

副委員長 何科が特に多いということをシミュレーションしていますか。 197 

梅津課長補佐 やはり整形外科もしくは内科が多いと考えてございます。 198 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 199 

（なしの声あり） 200 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 201 

 続きまして、（６）、滝川市病院事業会計における経営状況について説明を求め 202 

ます。 203 

 （６）滝川市病院事業会計における経営状況について 204 

渡辺係長 （別紙資料に基づき説明する。） 205 

委 員 長 説明が終わりました。 206 

 質疑ございますか。 207 

舘  内 入院の減少率が15.3パーセントマイナスということですけれども、これは平成 208 
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28年度以降も低いままになってしまうのでしょうか。 209 

 それと、収支状況のグラフに前年対比で書かれてあると思うのですけれども、 210 

平成23、24、25、26年と稼働率で示していただきたいと思います。 211 

鈴木部長 入院患者減の状況ですけれども、分析をさまざまな角度からしておりまして、 212 

科別でいきますと内科が一番減少しております。12月末現在での入院患者の延 213 

べ患者数で9,309人、眼科が非常勤になっているということもありまして、入院 214 

患者がほとんどおらず、平成26年度と比較すると246人、あと泌尿器科が398人、 215 

精神科が505人、入院患者が減っております。平成28年度以降の予想ですが、眼 216 

科は常勤医が決まったことで眼科の入院、オペが通常どおりに戻ると考えてい 217 

ます。あと、内科の医師も糖尿病の専門の医師が１人ふえることで、来年度の 218 

医師の配置については入院患者がふえる要素になると考えております。 219 

 分析のことで若干話をさせていただきますと、滝川の広域消防における滝川市 220 

立病院への搬送入院患者数を調べてみたのですが、平成26年度の消防の搬送件 221 

数が3,051件、27年が2,905件、搬送件数は全体で減っております。滝川市立病 222 

院に運ばれたケースは、平成26年が1,170件、27年が1,078件で92件減と、全体 223 

が減っているということであれば、この程度が減ることはやむを得ないのかな 224 

と分析をしています。あと、疾病別でも調査をいたしました。平成26年と27年 225 

を12月までの同時期で比較すると、消化器系の疾患が68件減、呼吸器の疾患が 226 

38件減、あと感染症、寄生虫症が34件減、心筋梗塞や心不全関係が27件減とい 227 

う状況になっています。消化器系の疾患といえば、当病院は消化器の専門医は 228 

１名いますが、専門を標榜しているわけではなく、内科の中でそういった疾患 229 

を見ているという部分で弱いところはありますが、この状況で疾患が減ってい 230 

るのかというのはなかなか難しいかと思っています。あと医療費ベースで国保 231 

の医療費がどうなっているのかということも若干調べさせていただいたのです 232 

が、全体として滝川市国保会計の医療費は減っている状況にあるということで、 233 

約3.6パーセントぐらい４月から11月の累計で昨年度より減っている状況にあり 234 

ます。そのうち滝川市立病院も減っていまして、18パーセントほど減っている 235 

というような状況にあります。さまざまな中身を分析しながら平成28年度に向 236 

かって対応策、できることがあればやっていきたいと考えていますが、ご質疑 237 

のあった平成28年度以降、26年が非常によかったということもあるので、27年 238 

以上に患者数がふえることを期待しているところですが、今申し上げたように 239 

分析しながら対策を講じていきたいと思っております。 240 

渡辺係長 入院の病床稼働率につきましてご説明をさせていただきたいと思います。当院 241 

につきましては、現在314床ございまして、平成23年度につきましては稼働率80.8 242 

パーセント、１日当たりの平均が254.8人となっております。平成24年度は利用 243 

率76.3パーセント、１日当たり平均240.4人、25年度は79.1パーセント、１日当 244 

たり248.3人、26年度は80.7パーセント、１日当たり253.3人、27年11月ベース 245 

でいきますと稼働率67.9パーセント、１日当たり213.3人という状況になってお 246 

ります。 247 

舘  内 先ほど出ました包括ケア病棟も合わせると、全体の稼働率はどうなる見込みか、 248 

伺います。 249 

鈴木部長 平成28年度の予算としてどう見ていくのかということでしょうか。平成28年と 250 

しては、病院としての収支計画も含めて持っている目標は稼働率80パーセント 251 

ということで見ています。平成26年度決算も80パーセントをクリアしたという 252 
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ことですが、27年度では７割を切るような状況ですが、予算ベースでは80パー 253 

セントを何とか確保する予算を提案させていただきたいと考えているところで 254 

す。 255 

舘  内 収支のベースで、３億円以上の悪化になったということで、中長期的な計画と 256 

比較しますとどのようになっているのかお伺いします。また、収支計画表を資 257 

料要求したいと思います。 258 

鈴木部長 病院建設時に立てました収支計画を平成24年に見直しをしたところです。先ほ 259 

ど説明いたしましたキャッシュフローベースの収支ということで、約３億5,000 260 

万円が３月31日において現金が不足するだろうという予想になっておりますが、 261 

平成27年３月31日末現在で補填財源が６億1,134万7,214円ということで、この 262 

金額につきましては、収支計画で１億9,646万5,000円と見ておりました。約５ 263 

億円近い金額をふやしてきたというのは、平成23年以降ある程度患者数もふえ 264 

て、経営的によかったことが留保財源の増につながっているということでした 265 

が、平成27年度は起債の償還も大きく、非常に厳しい状況で、収支計画上は１ 266 

億398万1,000円の留保財源になるだろうと予測していました。結果的に今６億 267 

1,100万円あるということで、３億四、五千万円、そういった金額が赤字になっ 268 

たとして、この補填財源を補填するということになりますと補填財源が約２億 269 

五、六千万円に減少するようなことになります。２億五、六千万円は、先ほど 270 

言った計画からいってもまだ上の位置にあるということですが、この厳しい状 271 

況が２年続くことにならないよう私たちも頑張ろうと思っていますが、平成28 272 

年度は厳しい状況になると思っていますので、先ほど言ったようなことで28年 273 

度は27年度を上回るような患者数の獲得も含めて経営状況改善に努めていきた 274 

いと考えています。 275 

委 員 長 資料要求について、用意できますか。 276 

鈴木部長 資料については、前回の平成24年の収支計画でよければ、出すことができます。 277 

委 員 長 それでは、舘内委員からの資料要求がありましたが、本委員会として要求する 278 

ことに、異議ございますか。 279 

（異議なしの声あり） 280 

委 員 長 それでは、資料の提出をお願いいたします。 281 

舘  内 収支の悪化で貸借対照表の現金がゼロになり、借り入れが増額すると思います 282 

けれども、最大どの程度の借り入れになるのか。また、一般会計にしわ寄せな 283 

どは考えられるのか伺います。 284 

鈴木部長 予算上における一時借り入れの限度額は、10億円で設定させていただいていま 285 

すので、一時的に支払いが重なるのは６月、12月の職員の手当、また３月の起 286 

債償還、この辺が厳しい状況になるかと思いますが、予算をきちんと固めた上 287 

で、不足する時期に一時借り入れが発生するだろうと思っています。どの程度 288 

になるか具体的な数字をここでお話しすることはできませんが、いずれにして 289 

も発生した場合については、主に一般会計から借りて、利息も含めてお互いの 290 

利息を精算し合うというような方式にしていますので、平成28年度も同様に進 291 

めさせていただきたいと思っております。 292 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 293 

副委員長 これだけ入院が減ったということは、病院内で問題か何かがあるような気がす 294 

るのですけれども、そのことについてお伺いします。 295 

鈴木部長 問題があるかどうかについては、医師の個々のスキルとか評判とか、そういっ 296 
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たものがまちの中で聞かれることに関しては、大きな声があるわけではありま 297 

せん。話がずれますが、全道の病院の状況についてデータで示させていただい 298 

ています。平成23年度以降、全道平均は全てマイナスという中で、当院の平成 299 

23年は開院効果もありましたが、8.2パーセント、その次の年はその反動で落ち 300 

ましたが、25年、3.7パーセント、26年、２パーセント、これがもし全道平均ベ 301 

ースで推移していたとすれば、27年度の85.6パーセントというのは非常に大き 302 

な数字ではないととれる部分もあるかと思います。入院で２位、５位、それだ 303 

け患者数を集めてきたというのは、もちろん医師の配置、皮膚科が常勤医にな 304 

ったなど、いろんなことが重なっていますので、なかなか率だけでご説明は難 305 

しいのです。今副委員長がおっしゃいました問題、そういったことがもしある 306 

とすれば、入院で治療していても外来で十分というような判断をされる医師も 307 

いないわけではありませんので、そういったことが問題として若干あるのかと 308 

思いますけれども、それで減っているとは思いませんし、紹介率等も大きくは 309 

変わっていません。砂川市に患者がふえていることも大きくはありませんので、 310 

何が減少している原因になっているのかは、もう少し分析をさせていただけれ 311 

ばと思います。 312 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 313 

田  村 今の答弁で、85.6パーセントが必ずしも低い数字でないと言うけれども、これ 314 

は非常に低い数字なので、認識を改めてもらわないとだめなのです。こんな数 315 

字でずっといくと将来的には倒産です。それと、今副委員長も言っているけれ 316 

ども、口コミや評判というのも非常に大事な問題なので、その辺をどのように 317 

把握しているのか。外来患者の中で、入院したいという人がいるという話を聞 318 

いているのです。ただ、なぜか入院させてくれないのだと。だから、入院に至 319 

るまで重症ではないのか、それはわからないけれども、例えば入院していて、 320 

あと３日、４日置いてほしいのだと、家に帰っても家族が帰ってこないとか、 321 

いろいろな条件もあると思うのです。そこを60日と縛ってしまうと、これまた 322 

非常に冷たい話のように聞こえるのです。ここ二、三日の処方箋でいいのです 323 

が、何枚ぐらい処方箋が書かれているのですか。それと、院外処方の薬局が偏 324 

っていないかどうかお伺いします。85.6パーセント、低い数字だということの 325 

認識のもとにお答え願いたいと思います。 326 

鈴木部長 答弁の仕方がまずかったかもしれませんが、もちろん85.6パーセントというの 327 

は非常に厳しい数字だと受けとめております。ただ、平成23年度以降の数字の 328 

評価もあるということでお話をさせていただきましたが、85.6パーセントで約 329 

１万人減り、４億円落ちているということは、非常に厳しい状況だということ 330 

は理解しております。 331 

 外来患者が入院したい、させてくれないということに関して、私どもの言葉で 332 

何が原因かは言える立場にないので、もちろん入院が必要な場合については部 333 

屋があいているわけですから、そういったうわさ、もしくは話があるとすれば、 334 

原因について突き詰めていかなければいけないと思います。また、口コミは本 335 

当に重要なことだと思っております。その中で、当院にある意見箱ですとか、 336 

苦情意見の話の中で、医師への苦情というのは皆無ではありませんが、ふえて 337 

いることはありませんし、逆に非常にお世話になったというような評価は少し 338 

ずつふえているのが現状です。ただ、委員におかれましても何かお聞きするこ 339 

とがありましたら、どういうことで起きているのかということも含めて対応策 340 
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を考えていかざるを得ないと。また、接遇面では接遇研修を毎年のように行っ 341 

ておりますし、医師向けの接遇研修を昨年も行いました。患者さんに優しく、 342 

また患者さんに選ばれる病院を目指してということは院長も日ごろ言っており 343 

ますので、そういった病院を目指していきたいと思っています。 344 

 処方箋の関係でございますが、全体の処方件数というのは院内、院外、処方枚 345 

数はわかりますが、どこの薬局に何枚行っているかまでは資料としてはありま 346 

せん。平成27年度の12月末で入院の処方件数というのは１万9,266件、月平均 347 

2,140件、外来が7,263件で月平均807件の処方箋が出ている状況にあります。 348 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 349 

（なしの声あり） 350 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 351 

 ２ その他について 352 

委 員 長 次に、その他について、委員から何かありますか。 353 

（なしの声あり） 354 

委 員 長 事務局から何かありますか。 355 

（なしの声あり） 356 

委 員 長 休憩します。 357 

休  憩 １４：２３ 358 

再  開 １４：３９ 359 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開します。 360 

 ３ 次回委員会の日程について 361 

委 員 長 次回委員会の日程につきましては、２月17日（水）13時30分から開催します。 362 

         以上で、第９回厚生常任委員会を閉会いたします。 363 

閉  会 １４：４０ 364 


